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平成 16年度公開の個人文書 
1.中村吉治文書
原蔵者 中村吉治 (1905-1986)は､中･近世の日
本経済史･社会史を専門とし､『近世初期農政史研
究』(1938)､『日本社食史』(1952)､『村落構造の史
的分析』(1956)等の主著がある歴史学者｡ 第三高
等学校･東京帝国大学文学部史学科を卒業し､東
京帝国大学史料編纂所嘱託を経て､1933(昭和8)午
東北帝国大学法文学部助教授に就任｡1941(昭和 1 
6)年には教授となり､以後 1968(昭和43)年まで､法
文学部･経済学部で教授をつとめた｡退官後は園畢
院大草経済学部教授などをつとめている｡
東北大学在職中は､東北大学五十年史編集委
員長 (1954-1960年)､東北大学附属図書館長 (19 
56年～ 1958年)､経済学部長･経済学研究科長 (196 
3年～ 1967年)等の要職をつとめ､また東北大学管
理運営検討委員会委員長 (1966年～67年 )等を務
めた｡ほかに日本学術会議会員も務めている(1954
年､1963年)｡
文書群の内容 資料は､東北大学の大学行政関
係､教育研究活動関係､および 日本学術会議関係
の資料が中心である｡大学行政関係資料の中に
は､戦時中の東北帝国大学報国隊･学徒勤労動員
関係資料､新制大学および大学院発足に関する資
料､昭和30年代後半以降の大学管理制度間題や､
東北大学管理運営問題検討委員会､東北大学綜
合整備計画などに関する資料等が含まれている｡ま
た研究教育関係では､東京帝国大学在学中の受講
ノー トや､戦時中に執筆された封建社会成立史に関
する著作原稿､講義ノート､調査ノー ト等が含まれ
るDこの中には､1944(昭和 19)年 7月に｢経済史｣の
学年試験として学生が提出した作文が含まれ､入営
や勤労動員を控えた当時の学生達の心境をそこに
垣間見ることができる0
年代 昭和初期から1967(昭和42)年頃
数量･編成 合計336点の資料として整理してある｡
文書ごとに整理し､これらを①大学行政関係 ②学術
会議関係③研究･教育関係④その他に分類した｡ 
(他に別 置した42点の本学関係の図書資料があ
る｡)
伝来 1989(平成元)年 10月遺族より東北大学記念
資料室が一括受贈した｡ほかに1973(昭和 48)年､1 
979(同49)年に本人より寄贈された資料も若干存在
し､これも含めて整理してある｡
公開条件 当館利用規則に基づき公開｡
参考文献 ｢中村吉治退官記念座談会 経済史と
ともに四十年｣､｢東北大学の思い出一法文学部経
済科｣(いずれも『社会史-の歩み二 学界五十
年』1988刀水書房に所収)｡東北大学附属図書館に
｢中村文庫｣として蔵書が収められているo
目録 下記のアドレスで公開｡ 
http/w wacie.ooua.pdt/ol-:/w .rhvsthk.cj/aakjn
kikan/prof/k-nakamura/list-nakamura.pdf
東北帝国大学報国隊公金出納簿 
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